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はじめに 

平成 19 年４月に、文部科学省より「アレルギー疾患に対する調査研究報告

書」が発表され、学校や学級にアレルギー疾患のある子供がいるという前提に

立った学校の取組が必要であるとの認識が示されました。また、アレルギー疾

患の子供に対して、学校が医師の指示に基づき、必要な教育上の配慮を行うこ

とができる仕組みづくりについても提言されました。 

  

  その後、平成 20 年３月に文部科学省監修のもと、公益財団法人 日本学校保

健会（現在）から「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」及

び「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」が作成され、各学校等に周知

されました。また、平成 27 年３月には、文部科学省から「学校給食における

食物アレルギー対応指針」が示されました。「学校のアレルギー疾患に対する

取り組みガイドライン」については、令和２年３月に改訂が行われ、それに伴

い、「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」の様式の一部が変更されてい

ます。これらをもとに、児童生徒のアレルギー疾患に関して、正しい知識に基

づき、学校と保護者との間で円滑に意思疎通が行え、学校の実態と子供の状況

に合わせた取組が進められています。 

 

一方、平成 21 年７月には、救急救命処置の範囲等が一部改正され、アナフ

ィラキシーショックで生命が危険な状態にある疾病者について、救急救命士に

よる「エピペン○Ｒ」の使用が可能になったほか、文部科学省からは、「救命の

現場に居合わせた教職員が、「エピペン○Ｒ」を自ら注射できない本人に代わっ

て注射することは、反復継続する意図がないものと認められるため、医師法違

反にならないと考えられる（平成 21 年７月 30 日付け２１ス学健第３号）」と

の見解が示されました。平成 23 年９月からは、「エピペン○Ｒ」を保険診療で処

方することができるようになり、学校にエピペン○Ｒを持参する子供が増加して

います。 

 

このような背景から、今般、作成から 11 年が経過したガイドラインの改訂を

行いました。アレルギー疾患を有する児童生徒等の学校生活を安心・安全なも

のにするために、改訂されたガイドラインに基づき更なる取組の充実を図って

いただくようお願いします。また、アレルギー疾患のある児童生徒への対応が、

学校、保護者、主治医、関係機関等と連携を図る中で、より一層適切に行える

よう願っております。 

       

なお、マニュアルと様式については、保健体育課ホームページにも掲載し、

必要な様式例等をダウンロードできますので御活用ください。 
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